
１．開 会

２．審議案件
【議案第１号】会長及び副会長の選出について
【議案第２号】屋外広告物の安全点検に関する事項の見直しについて
【議案第３号】屋外広告物の特定区域に関する事項の見直しについて

３．報告案件
【報告第１号】枚方市における景観に関する取り組みについて

４．閉 会
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令和3年度第1回枚方市景観審議会
日時：令和４年１月２４日（月） 15時から
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＜審議案件＞

議案第1号
会長及び副会長の選出について



第７章 景観審議会

第37条 地方自治法（昭和22年法律第67号）第138条の４第３項の規定
に基づき、市長の附属機関として枚方市景観審議会を置く。

３ 審議会は、委員13人以内で組織する。

４ 委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。
（１） 学識経験を有する者
（２） 関係団体を代表する者
（３） 関係行政機関の職員
（４） 公募による市民
（５） 前各号に掲げる者のほか、当該調査審議に関し市長が適当と認める者

６ 前各項に定めるもののほか、審議会の組織及び運営については、枚方市
附属機関条例第2条から第10条までの規定を準用する。
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枚方市景観条例（抜粋） 資料1-1



（会長及び副会長）

第４条 附属機関に、会長及び副会長を置く。

２ 会長及び副会長は、委員（臨時委員を含む。以下同じ。）の互選
によって定める。ただし、副会長については、会長が必要と認めると
きは、その指名により定めることができる。

３ 会長は、会務を総理し、附属機関を代表する。

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠け
たときは、その職務を行う。
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枚方市附属機関条例（抜粋） 資料1-2



7

枚方市景観審議会委員名簿（五十音順・敬称略） 資料1-3
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＜審議案件＞

議案第2号
屋外広告物の安全点検に
関する事項の見直しについて
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本市では、良好な景観を形成し、及び風致を維持し、並びに公衆に対す
る危害を防止することを目的に、枚方市屋外広告物条例（以下「条例」）
により、屋外広告物の表示及び設置等について必要な規制を定めています。
屋外広告物の管理については、管理者を定めて適正な管理を行うとともに、
一定規模以上の屋外広告物の場合は、2年を越えない期間ごとに定期的な
安全点検の実施及び報告すること等を義務付けています。
近年、全国的に老朽化などによる屋外広告物の事故が発生していること

から、屋外広告物の安全性の確保がこれまで以上に求められています。
こうしたことから、国はガイドラインや安全点検に関する指針を示され、
屋外広告物の表示及び設置者が屋外広告物を良好な状態に保持し、適切に
点検等を行っていることを地方公共団体が確認することが必要となってい
ます。
今般、国の指針等を踏まえ、枚方市屋外広告物条例施行規則（以下「施

行規則」）で定める安全点検に関する事項を見直すものです。

趣旨等

安全点検に関する事項の見直しについて【概要】 資料2



10※写真：「屋外広告物の安全点検に関する指針（案）」平成29年7月 国土交通省

安全点検に関する事項の見直しについて【概要】 資料2



11

見直す事項等

安全点検に関する事項の見直しについて【概要】 資料2
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屋外広告業の事業者団体（一般社団法人日本屋外広告業団体連合会、公益社団法人日本

サイン協会）が公益目的事業として実施する告物の点検に関する技能講習

安全点検に関する事項の見直しについて

【１．安全点検を行う者の資格要件】 資料2

（条例第44条第1項）
・屋外広告士 (登録試験機関の行う試験に合格した者) 
・屋外広告物講習会修了者
・広告美術仕上げに関する準則訓練修了者、職業訓練指導員免許取得者、
技能検定合格者

（施行規則第14条第2項）
・建築士
・第１種又は第２種電気工事士、特種電気工事士、認定電気工事従事者
・第１種、第２種、第３種の電気主任技術者免状所持者、帆布製品製造に関する
準則訓練修了者、
職業訓練指導員免許取得者、技能検定合格者

・屋外広告物点検技能講習修了者

屋外広告物点検技能講習とは
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新設の広告物等の計画

新規許可申請

設置等の工事

工事の完了等届

変更許可・変更届

継続許可申請
（広告物等の点検の報告）

2
年
以
内
に
更
新
手
続
き

〇新規許可申請
（既存の屋外広告物の点検の実施・報告）

安全点検に関する事項の見直しについて

【２．既存の広告物等の報告義務】
資料2

屋外広告物の点検の実施

・通常の手続きの流れ

変更許可・変更届

屋外広告物の点検の実施

継続許可申請
（広告物等の点検の報告）

2
年
以
内
に
更
新
手
続
き
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● (現行)自主点検結果報告書

安全点検に関する事項の見直しについて

【 ３．安全点検結果報告内容】
資料2

● (変更)安全点検結果報告書

※点検状況を明らかにした写真添付を求める
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高
さ
４
ｍ
超
え

地上広告物
（野立式の広告等）

屋上広告物
（広告塔、目隠し壁等）

高
さ
４
ｍ
超
え

高
さ
４
ｍ
以
下

表
示
面
積
合
計
７
㎡
以
下

※

報
告
は
不
要
で
す
が
、
自
主
的
な
点
検
が
必
要
。

高
さ
４
ｍ
超
え

地上広告物
（自立式のサイン等）

壁面広告物
（広告幕、広告板等）

壁
面
広
告
物
（独
立
式
の
広
告
板
等
）

表示面積合計 ７㎡超え【追加】

表示面積合計 ７㎡超え
【追加】

安全点検に関する事項の見直しについて
【４．安全点検の対象となる広告物等の規模要件】 資料2

現行 ： 屋外広告物の高さが4mを超えるもの

変更案 ： 屋外広告物の高さが4mを超えるもの
又は 表示面積が7㎡を超える広告物等

●安全点検の結果報告が必要となる広告物等の規模要件



令和４年１月 枚方市景観審議会

令和４年４月 施行規則改正
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令和４年２月21日～3月14日(予定） パブリックコメント

安全点検に関する事項の見直しについて

【今後のスケジュール】
資料2

令和４年１０月 施行

※周知期間6カ月程度
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＜審議案件＞

議案第3号
屋外広告物の特定区域に
関する事項の見直しについて



特定区域に関する事項の見直しについて
【特定区域の概要】

18

屋外広告物条例規制区域図（概略図）

枚方市駅

特定区域

道路軸制限区域 景観重点区域

河川軸制限区域 特定区域

東部制限区域 許可区域

資料3
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特定区域に関する事項の見直しについて
【特定区域指定の背景】

〇景観形成の方向性

シンボルプロムナード
｢シンボル空間にふさわしい
沿道環境の誘導｣
・良好なデザインの沿道建築物や
屋外広告物の誘導

枚方市駅ゾーン
｢にぎわいと風格のある
市街地の形成｣
・良好な建築デザインの誘導
・景観を阻害する屋外広告物等の整理
またはデザイン化の推進

官公庁ゾーン

水辺ゾーン
枚方市駅ゾーン

シンボルプロムナード

屋上広告物の規制

平成28年 特定区域指定

資料3
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特定区域に関する事項の見直しについて

【表示の方法等の基準】

制限緩和区域 ･商業地域 ･近隣商業地域

【河川軸制限区域（制限緩和区域）の基準】

区分 掲出位置

屋上広告物 地上から最上端までの距離
15メートル以内

区分 基準

屋上広告物 縦：建造物の高さの2/3以内
横：建造物の幅の範囲内

壁面広告物 縦：建造物の高さの範囲内
横：建造物の幅の範囲内

【特定区域による付加基準】

資料3



近隣商業地域
↓

商業地域

近隣商業地域

商業地域

近隣商業地域

準工業地域

第二種住居地域

近隣商業地域

第二種住居地域
↓

商業地域

特定区域
既指定

第二種住居地域
→ 商業地域

近隣商業地域
→ 商業地域

（令和元年１０月）
〇用途地域の都市計画の変更
特定区域外に商業地域が拡大。
枚方市駅前の商業利用と新たな広
告物等の設置が見込まれる。

（平成２８年３月告示）
○特定区域の指定
枚方市駅周辺の良好な景観形成
等を目的に、高層建築物の建築
等が可能となる商業地域（一部
近隣商業地域）の建築物の屋上
広告物(15ｍ超え)を対象にした
規制。
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特定区域に関する事項の見直しについて

【特定区域について】

（令和元年度～令和７年度）
○枚方市駅周辺第一種市街地再開発事業

屋外広告の規制の見直しが望ましい

資料3
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特定区域に関する事項の見直しについて

【特定区域の界線】

（都）枚方市駅前線
変更後

特定区域
既指定

25m

北口付近
商業地域の界線根拠と同じく、
都市計画道路の（都）枚方市
駅前線から25ｍ

駅前交通広場の拡張
（面積約1,900㎡）

界線整理が必要

（令和元年度～令和７年度）
枚方市駅周辺第一種市街地再開発事業

（令和３年２月）
権利変換計画の認可

（令和５年）
駅前広場の整備による地形地物の消失

資料3
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特定区域に関する事項の見直しについて

【既存の屋上広告物】 資料3

枚方市駅周辺の良好な景観形成等を促進するため、
規制区域及び基準を見直す。



特定区域
（追加指定）

特定区域
（既指定）
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特定区域に関する事項の見直しについて

【区域の変更（案）】

近隣商業地域

商業地域

近隣商業地域

準工業地域

第二種住居地域

近隣商業地域

商業地域

商業地域

資料3

商業地域を対象に区域を拡大



変更案 現行

建造物の屋上に表示し、
又は設置する広告物等に
あっては、地上から最上
端までの距離が１５メー
トル以内であること。
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特定区域に関する事項の見直しについて

【表示の方法等の基準の見直し（案）】

※施行規則が施行される前に、表示又は設置の工事が完了している広告物等の修繕等をすることは可能です。

資料3

※自家用広告物等・・・自己の営業の内容等を表示するため、自己の事業所等に表示又は設置する広告物等。



令和４年１月 枚方市景観審議会

令和４年４月頃 特定区域の変更
施行規則の改正及び施行
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令和４年２月２１日～３月１４日 パブリックコメント

特定区域に関する事項の見直しについて

【今後のスケジュール】 資料3



1. 景観について

2. 屋外広告物について

3. 枚方宿地区について

4. 景観アドバイザー会議について
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報告第1号
枚方市における景観に関する取り組みについて



①景観計画区域について

②景観計画区域行為届出について

③景観法に基づく届出の状況

28

１．景観について
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①景観計画区域について

一般区域

景観重点区域

景観形成区域

東部

道路

河川

【区域区分】

① 一般区域

「景観形成区域」と「景観重点区域」を除
く区域

② 景観形成区域

景観計画区域のうち、良好な景観の形成を
推進する必要がある区域を指定します。

i. 道路景観軸の区域

国道1号・170号、第二京阪道路の

道路境界から両側50ｍの幅の区域。

ii. 河川景観軸の区域

淀川沿岸から500ｍ幅の区域と、穂谷

川・天野川沿岸から50ｍ幅の区域。

iii. 東部景観区域

第二京阪道路より東側の区域。

③ 景観重点区域

景観計画区域のうち、良好な景観を形成す
る上で特に重要である区域

【景観計画区域】
枚方市全域（65.12ｋ㎡）

資料4
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①景観計画区域について（景観重点区域） 資料4
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②景観計画区域行為届出について

景観計画区域のうち、下表に掲げるいずれかの行為を行う場合は、景観法第16条
第１項に基づく届出が必要となります。

資料4



H29 H30
H31
(R1)

R2 R3
(11月末時点）

景観法第16条
第１項に基づく
行為の届出

29件 23件 35件 19件 16件

景観法第16条
第２項に基づく
変更の届出

11件 ４件 ３件 ４件 9件

景観法第16条
第５項に基づく
通知

６件 ２件 ６件 １件 １件

合計 46件 29件 44件 24件 26件
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③景観法に基づく届出等の状況 資料4



①枚方市屋外広告物条例に基づく許可の状況

②屋外広告物周知安全啓発パトロール活動

33

２．屋外広告物について



H29 H30
H31
(R1)

R2 R3
(11月末時点）

条例第9条に基づ
く許可（新規） 63件 54件 86件 58件 41件

条例第９条第１項
に基づく許可
（継続）

333件 305件 381件 305件 258件

条例第12条第１
項に基づく許可
（変更）

12件 19件 20件 16件 16件

合計 408件 378件 487件 379件 315件
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①枚方市屋外広告物条例に基づく許可の状況 資料4



対象地域 活動内容

H29
・枚方市駅周辺
（特定区域）

大阪屋外広告美術協同組合と連
携し、以下について実施。

・条例周知、安全啓発ビラの
配布

・目視点検による安全点検等の
助言を行った。

・郵送による文書通知

H30
・樟葉駅周辺
・宮之阪周辺

H31
(R1)

・枚方市駅周辺

R2
・枚方市駅周辺
（府道139号線
沿い）

R3 ・枚方市駅周辺

②屋外広告物周知安全啓発パトロール活動 資料4

・パトロール実施状況 ・安全啓発ビラ

・周知啓発パトロール活動内容



①枚方宿地区における修景助成

②歴史的景観建造物の修景

③住宅等の修景

36

３．枚方宿地区について



本市の歴史と文化を色濃く残す枚方宿地区において、歴史的景観を保全整備し魅力あふれる街な
みを形成するため、歴史的景観の保全や整備を行う所有者等に対して、枚方市歴史的景観の保全
等に係る補助金を交付しております。
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①枚方宿地区における修景助成

年 度 補助件数

H14～27 37件

H28 4件

H29 2件

H30 2件

H31（R1) 3件

R2 1件

R3 1件

合 計 50件

資料4



修景前 修景後

②歴史的景観建造物の修景

直近の事例（平成25年度）
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歴史的景観建造物の修景 14件（最終指定：平成25年度）
歴史的景観建造物の保全及び整備に対する補助

資料4



修景前 修景後

③住宅等の修景

直近の事例（令和３年度 完了）
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住宅等の修景 ３６件（令和３年11月時点）
地区内の住宅、店舗等の外観の修景整備に対する補助

修景前 修景後

資料4



① 景観アドバイザー制度の概要について

② 景観アドバイザー会議の開催状況

40

４．景観アドバイザー制度について



• 景観条例第39条に基づき、良好な景観の形成のための取組に
ついて、専門的な助言を得るため、景観の形成に関し専門的
な知識及び経験を有する方を景観アドバイザーとして設置し
ております。

• 事業者の助言依頼に応じ、会議開催しております。

• また、周辺景観への影響が特に大きいと考えられる計画につ
いては、制度の活用をお願いしております。
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①景観アドバイザー制度の概要について 資料4
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②景観アドバイザー会議の開催状況 資料4


